
非戦決議２０１５ 
 
 私たちは過去において、大日本帝国の名の下に、世界の人々、とりわけアジア諸国の人たちに、言語に絶する
惨禍をもたらし、佛法の名を借りて、将来ある⻘年たちを死地に赴かしめ、言いしれぬ苦難を強いたことを、深
く懺悔するものであります。 
 この懺悔の思念を旨として、私たちは、人間のいのちを軽んじ、他を抹殺して愧じることのない、すべての戦
闘行為を否定し、さらに賜った信心の智慧をもって、宗門が犯した罪責を検証し、これらの惨事を未然に防止す
る努力を惜しまないことを決意して、ここに 「不戦の誓い」を表明するものであります。 
 さらに私たちは、かつて安穏なる世を願い、四海同朋への慈しみを説いたために、非国⺠とされ、宗門からさ
え見捨てられた人々に対し、心からなる許しを乞うとともに、今日世界各地において不戦平和への願いに促され
て、その実現に身を捧げておられるあらゆる心ある人々に、深甚の敬意を表するものであります。 
 私たちは、⺠族・言語・⽂化・宗教の相違を越えて、戦争を許さない、豊かで平和な国際社会の建設にむけて、
すべての人々と歩みをともにすることを誓うものであります。 

『不戦決議』（１９９５年） 
 
 
 戦後５０年を経た１９９５年６月、真宗大谷派は、人類の願いを｢不戦の誓い｣として表現しました。 
 私たちは、この決議の重みを再確認し、あらためて平和の意味を問いたいと思います。 
 決議より２０年、戦争の悲惨さと愚かさに対する人々の感覚は風化してきています。その風化は、現在も、基
地問題で苦しむ沖縄の人たちの心に向き合おうとせず、戦争に向かう状況を生み出そうとしています。 
 私たち人間の生きざまを憐れんで｢国に地獄・餓⻤・畜生あらば、正覚を取らじ｣と誓い、法蔵菩薩は、浄⼟を
建立されました。 
 永い人類の歴史は、人が人を殺し、傷つけ合う悲しみの連続でありました。如来の願心は、自我愛を正当化し
て「賜ったいのち」を奪い合うことを悲しみ、私たちに「共に生きよ」と呼びかけておられます。 
 この呼びかけに応じ、「殺してはならぬ、殺さしめてはならぬ」という仏陀の言葉を如来の悲願と受け取り、あ
らためてここに｢非戦の誓い｣を表明いたします。 
 そして、世界の人々と積極的な対話を通じて｢真の平和｣を希求してまいります。 
 上記決議いたします。 

                         ２０１５年６月９日 
                                    真宗大谷派 宗議会議員一同                                              

                          ２０１５年６月１０日 
                                    真宗大谷派 参議会議員一同 


